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た。平成 24年度の実績では、のべ 3,082名もの学生が採用され、大阪大学の学部教育を TA
が支えていると言っても過言ではない状況にまで発展した。 







 大阪大学では TAおよび RA制度の抜本的見直しを第二期中期計画に掲げ、小泉前理事・
副学長の主宰する教育・情報室のもとに「TA・RAあり方検討ワーキング」（以下、「TA・
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て、TA の区分として新たに導入する STA については、教育効果や運用方針などにつ
いて未知の部分も多いことから、平成 23 年度の第１学期に一部の部局において STA
の受入れを試行的に実施することにより、制度の事前検証を行った。なお、区分化等
については、人事労務室とも種々の調整を行った。 
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３．平成２４年度 STA 業務報告書の分析 
(1) 概況 
 ○本表は、平成 24年度の採用部局別の STAの実績を集計したものである。 
 
支払額
平均 最長 最短 総額
































































採用部局 授業数 授業科目 人数
週勤務時間数
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○本表は、平成 24年度の STAの所属部局別の採用実績を集計したものである。 
 
所属部局研究科 課程 区分 採用人数 実績額 採用部局
文学研究科 Ｄ STA 11 556,800 文学研究科
文学研究科 Ｄ STA 1 64,000 法学研究科
文学研究科 Ｄ STA 7 569,600 全学教育推進機構





人間科学研究科 Ｄ STA 15 1,651,200 人間科学研究科
人間科学研究科 Ｄ STA 4 336,000 全学教育推進機構
人間科学研究科 Ｄ STA 1 96,000 コミュニケーションデザイン・センター
人間科学研究科 Ｄ STA 1 129,600 グロコル
21 2,212,800
法学研究科 Ｄ STA 1 320,000 法学研究科
1 320,000
経済学研究科 Ｄ STA 11 809,600 経済学研究科
経済学研究科 Ｄ STA 3 321,600 国際公共政策研究科
経済学研究科 Ｄ STA 8 494,400 全学教育推進機構
22 1,625,600
理学研究科 Ｄ STA 11 351,149 理学研究科
理学研究科 Ｄ STA 6 320,000 全学教育推進機構
17 671,149
医学系研究科 Ｄ STA 3 142,400 医学系研究科（保健）
医学系研究科 Ｄ STA 2 97,600 全学教育推進機構
医学系研究科 Ｄ STA 1 96,000 コミュニケーションデザイン・センター





薬学研究科 Ｄ STA 19 1,577,600 薬学研究科
19 1,577,600
工学研究科 D STA 22 1,995,200 工学研究科
工学研究科 Ｄ STA 5 744,000 全学教育推進機構





言語文化研究科 Ｄ STA 4 278,400 全学教育推進機構





国際公共政策研究科 Ｄ STA 1 64,000 法学研究科
国際公共政策研究科 Ｄ STA 1 70,400 国際公共政策研究科
国際公共政策研究科 Ｄ STA 2 201,600 全学教育推進機構
4 336,000
情報科学研究科 Ｄ STA 2 139,497 理学研究科
情報科学研究科 Ｄ STA 1 38,400 全学教育推進機構





生命機能研究科 Ｄ STA 2 22,449 理学研究科
生命機能研究科 Ｄ STA 2 184,000 全学教育推進機構






























  打ち合わせ、講義室の確認、シラバス確認、など。  
・各授業前の準備  
   資料等の作成補助、機器の準備、など。  
・授業時間中の補助  
   学生への助言、資料配付・回収、出欠確認、機器操作、など。  
・授業終了後の整理  




















講義科目よりも STA に相応しい業務が実施できる傾向が認められた。STA が一般の
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ついて内容を精査し、ハンドブックや講習会でその可否について具体的な例示によっ
て学生及び担当教員へ周知する必要があろう。 
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(4) 身についた能力 
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・TA を既に 5 年間以上にわたり務めてくれた院生だけあって、教員と上手く連携しな
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は TA をつけていない。別の要因としては、STA の目的の周知が充分ではないことが考
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日 時 ： 平成２３年９月１３日（火）
場 所 ： 豊中総合学館
参加 者数 ： ２８名
テ ー マ ： 大阪大学におけるＴＡ制度の現状とあり方
講 師 ： 工学研究科　教授　藤田喜久雄
日 時 ： 平成２３年９月１６日（金）
場 所 ： コンベンションセンター
参加 者数 ： ２６名
テ ー マ ： 大阪大学におけるＴＡ制度の現状とあり方
講 師 ： 工学研究科　教授　藤田喜久雄
日 時 ： 平成２４年９月２１日（金）
場 所 ： コンベンションセンター
参加 者数 ： １６名
テ ー マ ： 新しいＴＡ制度について
講 師 ： 理学研究科　教授　下田　正
日 時 ： 平成２４年９月２６日（水）
場 所 ： 豊中総合学館
参加 者数 ： ２１名
テ ー マ ： 新しいＴＡ制度について













時期 講習 開催日 参加者数 場所
講習会 平成24年3月16日（金） 64名 豊中総合学館
講習会 平成24年3月23日（金） 118名 ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ
補講 平成24年4月12日（木） 14名 ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ
講習会 平成24年9月18日（火） 22名 ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ
補講 平成24年10月5日（金） 6名 ｽﾁｭｰﾃﾞﾝﾄｺﾓﾝｽﾞ
講習会 平成25年3月13日（水） 40名 豊中総合学館
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研究科 専攻 学年 学籍番号 氏名 




学部・研究科  専攻・学科  年次  
担当授業科目名  
従事期間 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 






































医学系研究科 教　授 宮　崎　純　一 平成24年2月～平成24年6月　座長
理学研究科 教　授 下　田　　　正 座長
言語文化研究科 教　授 岡　田　伸　夫 ～平成23年3月
人間科学研究科 教　授 井　村　　　修 平成23年4月～
薬学研究科 教　授 平　田　收　正




基礎工学研究科 教　授 北　岡　良　雄 平成24年7月～
全学教育推進機構 准教授 服　部　憲　児
研究推進部 研究推進部長 鈴　木　達　也 ～平成23年3月
研究推進部 研究推進部長 笹　川　　　光 平成23年4月～平成25年3月
研究推進部 研究推進部長 吉　田　秀　保 平成25年4月～
学生部 学務課長 田　上　　　馨
学生部 学務課長補佐 三　宅　信　久 ～平成24年6月
学生部 学生支援課課長補佐 巽　　　三　郎 ～平成23年3月
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研究推進部 研究推進部長 鈴　木　達　也 ～平成23年3月
研究推進部 研究推進部長 笹　川　　　光 平成23年4月～平成25年3月
研究推進部 研究推進部長 吉　田　秀　保 平成25年4月～
学生部 学務課長 田　上　　　馨
学生部 学務課長補佐 三　宅　信　久 ～平成24年6月
学生部 学生支援課課長補佐 巽　　　三　郎 ～平成23年3月
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